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１．京セラの事業紹介



京セラの事業紹介
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1兆4,228億円連結売上高
2017年3月期

1959年
U字ケルシマ

1966年～
セラミックパッケージ・基板

1975年～
太陽電池

1979年～
情報機器・通信機器

複写機 無線機

： 1959年4月1日

： 231社※

： 70,153人※

設 立

グループ会社

従 業 員 数

※ 2017年3月末時点。持分法適用子会社、持分法適用関連会社は除く
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機器・システム事業 51.0％ 部品事業 50.4％

その他の事業他

16.2%

17.3%

16.9%17.7%

22.8%

10.5%

△1.4%

産業・自動車用部品

半導体関連部品

電子デバイスコミュニケーション

ドキュメントソリューション

生活・環境

売上高
1兆4,228億円

2017年3月期

京セラの事業紹介



情報通信市場での取組み スマートフォン向け部品
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タンタル
コンデンサ

FCCSP基板

コネクタ

イメージセンサ用
パッケージ

LED用パッケージ

サーミスタ付
水晶振動子

水晶発振器
（TCXO）

SAWデバイス

SAWデバイス/
水晶部品用
パッケージ

LED素子
を保護

必要な
電波を分離

電気配線
を接続

正確な
信号を発信

カメラのセンサ
を保護

各種電子部品
を保護

半導体を
保護

小型セラミック
コンデンサ

電気を
蓄える

シェア

シェアシェア

シェア シェア シェア

数々の世界シェアNo.1製品を供給

※ シェアは当社調べ。2016年3月現在。 ※1 サーミスタ付水晶振動子、水晶発振器（TCXO）はスマートフォンを含む携帯電話用途において。

※1

※1



自動車関連市場での取組み
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自動車向けでも世界シェアNo.1製品が拡充
ディーゼルエンジン燃費向上、排気ガス中の

有害物質発生の抑制

LEDヘッドライトで省エネに貢献

電装化が進む自動車の様々なニーズに寄与する各種部品

安全を確認する

セラミックグロープラグ

液晶ディスプレイ コネクタ タンタルコンデンサ 通信モジュール水晶振動子

カメラモジュール

切削工具

金属を削る

シェア

シェア

シェア

ピエゾスタック

シェア

ヘッドアップディスプレイ

ＬＥＤ用パッケージ

※ シェアは当社調べ。2016年3月現在。

パワーデバイス

http://www.kyocera.co.jp/application/automotive/product/compo/glowplug.html
http://www.kyocera.co.jp/application/automotive/product/compo/glowplug.html
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２．標準規格と特許
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標準規格と特許

標準化機関
例:ETSI, IEEE

消費者

特許実施者

標準規格
(相互運用性)

特許保有者

①標準規格特許
を申請
FRAND宣言

③規格に準拠し
た製品の供給

④FRAND(公平、合理的、
非差別的)条件でのライセ
ンス義務

②規格を策定
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３．通信業界のSEPライセンス交渉の問題点
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（株）サイバー創研 平成25年6月発行
「LTE 関連特許のETSI 必須宣言特許調査報告書」第3.0 版

Qualcomm

11.1%

Samsung

11.0%

Huawei

10.2%

Nokia Corp

8.5%

InterDigital

7.1%Ericsson

6.7%

ZTE

6.2%

LG

5.4%

Motorola

5.2%

CATT

4.6%

NTT DoCoMo

4.5%

Sharp

3.2%

TI

2.1%

Nokia Siemens

1.8%

Panasonic

1.8%

NEC

1.7%

Apple

1.3%

Alcatel-Lucent

1.0%

others

6.5%

６３０５件

CDMA2000（ARIB） LTE（ETSI）

Qualcomm
, 62.4%

Nokia, 
18.2%

Motorora 
3.7%

Hitachi 
2.8%

NTTDocomo 
2.8%

Ericsson 
2.3%

Panasonic 
1.6%

Oki 1.0% others 5.1%

１２６４件

ARIB IPR検索（2013年12月現在）

通信規格SEPのFRAND宣言件数と分布
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SEP holder Royalty Rate %

Qualcomm 3.25

Nokia 1.5

Nokia-Siemens 0.8

Ericsson 1.5

Nortel 1.0

Huawei 1.5

ZTE 1.0

Motorola 2.25

Alcatel-Lucent 2.0

主要なSEP保有者が公表している
ライセンス料率を合計すると15% 
（右図）

Source: les Nouvelles (September 2010) Royalty Rates And Licensing 
Strategies For Essential Patents On LTE (4G) Telecommunication Standards

LTEのライセンス料率は、判例では
６～8%（single digit)

LTE通信規格のライセンス料率



12

チップセット
メーカー

携帯電話
メーカー 通信事業者 消費者

基地局
メーカー

製品の流れ

ライセンス料
請求の流れ

SEPのライセンス料の負担

日本の携帯電話メーカーは、11社(2000年)から３社に減少

プール
＆

ＰＡＥ※

※権利主張主体
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SEP保有者のライセンスオファーの不備（透明性の欠如）

水面下のライセンス交渉

・SEPの運用を委託されたパテントプールが、ライセンス料を請求
・SEP保有者が、パテントプールと並行して個別に請求
・保有するSEPの一部を複数のPAE(権利主張主体)に分散譲渡し、PAEが請求

1) 侵害立証が不十分

・標準化機関は、FRAND宣言された特許について、必須性や重要性の評価を行わない
・SEPには、マンダトリとオプショナルがある
・SEP保有者は、対象製品が主張特許を侵害していることを証明しないことが多い

2) 要求料率の具体的根拠の説明がない

・SEP保有者に料率の具体的な算定根拠を求めても、他社が受け入れているというだけ
で説明を拒否する

3) 同じ権利者から派生した特許を重複して請求
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４．IoTのSEPライセンス交渉の課題
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課題１ 通信規格SEPのライセンス料はいくらか？

課題２ 誰が負担するのか？

IoT時代の到来

スマートメーター

コネクテッドカー 使い捨て自転車

自動販売機
医療機器

ペット見守り

IoT時代の課題

さまざまな用途で、迅速かつ広範な普及
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課題1 通信規格SEPのライセンス料はいくらか？

最終製品ごとに異なる
ライセンス料

混乱を避けるため、SEP保有者は、自ら主張するライセンス料
について、その具体的な算定根拠をwebsiteで公表すべき

チップセットなど全ての製
品に対するライセンス

Use-based licensing
使用ベースライセンス

License for all
万人向けライセンス

未決着
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課題2 誰が負担するのか？

チップセット
メーカー

Tier２
部品メーカー

自動車
メーカー

消費者

製品の流れ

ライセンス料
請求の流れ

Tier1
部品メーカー

SEPライセンス料
$15／台を請求

$15＋αを求償$15＋α´を求償

部品メーカー１社では負担できず、事業を存続できない
部品メーカーの負担は、部品価格の一定％を上限とすべき

支払
不可

パテント
プール

支払
不可

チップセット 通信モジュール 通信セット


